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被
爆
80
年
の
広
島
で
の

開
催
。
日
本
被
団
協
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
も
あ
り
、
今
回
の
交
流
集

会
は
、
平
和
へ
の
思
い
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

全
体
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
、
広
島
国
鉄
ナ
ッ

パ
ー
ズ
の
み
な
さ
ん
。

労
働
者
の
誇
り
や
平

和
と
自
由
を
愛
す
る

歌
声
が
響
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
核
兵
器
廃

絶
を
目
指
し
て
被
爆
の
証
言

を
広
島
県
被
団
協
副
理
事
長

山
田
寿
美
子
さ
ん
、
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
と
こ
れ
か
ら

の
運
動
に
つ
い
て
広
島
県
被

団
協
理
事
長
佐
久
間
邦
彦
さ

ん
に
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

２
日
目
の
分
科
会
で
は
、

平
和
公
園
内
碑
め
ぐ
り
、
海

上
自
衛
隊
呉
基
地
を
巡
る

ツ
ァ
ー
で
平
和
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
貧
困
と
格
差
の

な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

学
習
し
ま
す
。
記
念
講
演

は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
竹
信

三
恵
子
さ
ん
。
テ
ー
マ
は

「
さ
ら
に
広
が
る
非
正
規

の
働
き
方
を
ど
う
考
え
る

か
？
」
で
す
。
分
科
会
で

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
人

権
な
ど
多
面
的
視
点
か
ら
非

正
規
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

 

参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
交
流
集
会
に
な
る
よ
う

実
行
委
員
会
で
準
備
中
で

す
！ 

 

２
月

15

～

16

日
、

第
33
回
自
治
体
保
育
労

働
者
の
全
国
集
会
ｉ
ｎ

広
島
が
広
島
国
際
会
議

場
で
開
催
さ
れ
、
２
日

間
で
オ
ン
ラ
イ
ン
含
め

の
べ
３
０
０
人
以
上
が

参
加
し
ま
し
た
。 

  

１
日
目
の
全
体
会
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行
事
で

は
、
公
立
保
育
園
職
員

有
志
に
よ
る
絵
本
の
朗

読
と
ア
オ
ギ
リ
の
う
た

の
合
唱
を
披
露
し
ま
し

た
。
被
爆
80
年
の
年
に

広
島
で
開
催
さ
れ
る
意

義
を
捉
え
、
平
和
な
未

来
を
子
ど
も
た
ち
に
つ

な
い
で
い
き
た
い
と
い

う
思
い
を
歌
に
乗
せ
て

参
加
者
に
届
け
ま
し

た
。 

 

記
念
講
演
で
は
、
ひ

ろ
し
ま
市
民
法
律
事
務

所
の
楾(

は
ん
ど
う)
大

樹
弁
護
士
が
「
檻
の
中

の
ラ
イ
オ
ン 

憲
法
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
の

テ
ー
マ
で
話
さ
れ
ま
し

た
。
楾
氏
は
パ
ペ
ッ
ト

人
形
を
用
い
な
が
ら

「
ラ
イ
オ
ン
さ
ん(

国
家

権
力)

は
檻(

憲
法)

の
な

か
で
力
を
使
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
前
置

き
し
「
ラ
イ
オ
ン
が
勝

手
に
檻
を
改
修(

憲
法
改

正)

し
て
戦
争
を
行
わ
な

い
よ
う
に
国
民
が
見
張

る
必
要
が
あ
る
」
な
ど

の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

  

特
別
報
告
で
は
、
広

島
市
職
労
保
育
園
支
部

が
「
へ
い
わ
っ
て
な
あ

に
？
み
ん
な
で
か
ん
が

え
よ
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
公
立
保
育
園
の

平
和
の
取
り
組
み
を
報

告
し
ま
し
た
。
普
段
保

育
の
中
で
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
思

い
を
伝
え
、
友
だ
ち
の

思
い
を
聞
く
こ
と
を
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
を

軸
に
話
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
地
域
の
方
か

ら
戦
争
や
原
爆
の
話
を

聞
い
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
ク
ラ
ス
で
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
紹
介
し
ま
し

た
。 

 

文
化
行
事
で
は
、
広

島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
、
躍

動
感
の
あ
る
演
奏
を
披

露
し
、
会
場
が
手
拍
子

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
演
奏
技
術

も
高
く
、
何
よ
り
も
楽

し
ん
で
演
奏
す
る
姿

に
、
涙
す
る
参
加
者
も

い
ま
し
た
。 

  

２
日
目
は
、
１
つ
の

講
座
と
４
つ
の
分
科
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
支
部
は
、
第
２

分
科
会
「
公
立
保
育
所

を
守
る
運
動
」
で
、
八

幡
東
保
育
園
の
廃
園
問

題
に
つ
い
て
、
第
３

分
科
会
「
保
育
の
拡

充
を
求
め
国
や
自
治

体
に
対
す
る
運
動
」

で
横
川
保
育
園
の
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
試
行
的
事
業
の

取

り

組
み

に
つ

い

て
、
第

４

分

科

会

「
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
改
善
と
雇

用

を

守
る

取
り

組

み
」
で
は
、
フ
ロ
ア

発
言
と
し
て
、
広
島

市
の
欠
員
状
況
等
を

報
告
し
ま
し
た
。 

 

全
国
か
ら
多
く
の

な
か
ま
た
ち
が
集
ま

り
、
国
の
保
育
情
勢

を
学
び
、
交
流
し
あ

え

た

２
日

間
で

し

た
。 

 

子
ど
も
た
ち
に
よ

り
よ
い
保
育
を
行
え

る
保
育
条
件
の
更
な

る
改
善
と
職
員
が
健

康
で
働
き
続
け
ら
れ

る
労
働
条
件
の
改
善

を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
合
い
、
集

会
を
終
え
ま
し
た
。 

 

２
月
23
日(

日)

午

後
、
第

68

回
は
た
ら

く
女
性
の
広
島
県
集

会
が
「
未
来
を
創
る

私
た
ち
の
一
歩
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
と
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
て
平

和
の
港
に
出
航
し
よ

う
」
を

テ

ー

マ

に

ロ
ー
ド
ビ
ル
で
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
で
開
催

さ
れ
、
会
場

94

人
・

オ
ン
ラ
イ
ン
37
人
の

方
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

開
会
の
ス
ト
レ
ッ

チ
に
続
き
、
７
団
体

か
ら
平
和
活
動
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

記

念

講

演

は
、

「
平
和
と
核
兵
器
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
で

考
え
る
―
戦
後
・
被

爆

80

年
―
」
を
テ
ー

マ
に
、
講
師
は
日
本

平
和
委
員
会
常
任
理

事
・
原
水
爆
禁
止
日

本
協
議
会
全
国
常
任

理
事
の
川
田
忠
明
さ

ん
で
し
た
。 

 

戦
争
に
な
れ
ば
、

女
性
と
子
ど
も
に
よ

り
多
く
被
害
が
及
び

ま
す
。
そ
し
て
軍
縮

会
議
に
女
性
が
平
等

に
参
加
す
れ
ば
、
児

童

福

祉
・
教

育
・
食

料
安
全
保
障
な
ど
の

点
で
よ
り
平
和
に
貢

献
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。 

 

講

演

後

は
、
グ

ル
ー
プ
討
議
で
活
発

な

や

り

取

り

が

さ

れ
、
元
気
よ
く
声
を

上
げ
行
動
し
よ
う
と

意

思

統

一

し

ま

し

た
。 

 
 

     第33回 

非正規ではたらくなかまの全国交流集会in広島  
 

        2.平和への思いを込めて… 

↑
広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
で
盛
り
上

が
る
会
場 

参加者集合写真 

6/7（土）～8（日） 

  

第
68

回
は
た
ら
く
女
性
の
広
島
県
集
会
開
催
！ 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren


 

 

ひろしま自治労連                          ２０２５年３月１５日号  

広島自治労連連続学習会 

「聞いて 知って 私たちの仕事」開催！ 

第６回 ♪ 命に関わることは「公」で担うべき 

 

２
月

19

日
（
水
）
広

島
自
治
労
連
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
で
、
連
続
学
習

会
「
聞
い
て
、
知
っ
て
、

私
た
ち
の
仕
事
」
の
第
６

回
を
開
催
し
、
会
場

10

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

39

名

と
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

前
半
は
、
広
島
市
社
会

福
祉
事
業
団
労
組
執
行
委

員
が
報
告
し
ま
し
た
。
市

事
業
団
が
１
９
８
３
年
に

ス
タ
ー
ト
し
て
現
在
に
至

る
ま
で
の
歴
史
に
つ
い

て
、
移
管
問
題
や
指
定
管

理
者
制
度
に
関
す
る
組
合

運
動
も
含
め
て
紹
介
し
ま

し
た
。 

 

仕
事
に
関
し
て
は
、
こ

ど
も
３
セ
ン
タ
ー
を
除

く
、
障
害
者
支
援
に
関
す

る
部
門
に
つ
い
て
説
明

し
、
障
害
者
支
援
に
お
い

て
市
の
事
業
団
が
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
か
を
話
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
皆
賀
園
に
関
し

て
は
指
定
管
理
料
０
円
の

問
題
に
関
し
て
、
運
営
の

困
難
さ
等
を
改
め
て
訴
え

ま
し
た
。
ど
の
施
設
も
、

地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に

貢
献
す
る
こ
と
を
理
念
と

し
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

続
い
て
、
広
島
市
職
労

学
校
給
食
調
理
員
協
議
会

事
務
局
長
が
給
食
調
理
の

仕
事
に
つ
い
て
お
話
し
ま

し
た
。 

 

「
広
島
カ
レ
ー
」
と
言

わ
れ
る
学
校
給
食
の
カ

レ
ー
ル
ー
は
手
作
り
で
、

そ
の
調
理
に
は
長
年
の
経

験
に
培
わ
れ
た
調
理
員
の

感
覚
が
命
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
行
事
食
や
郷
土
食
な

ど
の
提
供
も
行
っ
て
お

り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
へ
の

対
応
な
ど
も
含
め
て
、
給

食
の
時
間
は
た
だ
の
「
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
」
で
は
な
く

「
食
育
」
の
時
間
で
あ
る

と
強
調
し
ま
し
た
。 

 
そ
の
大
切
な
給
食
の
提

供
環
境
が
自
校
調
理
か
ら

民
間
委
託
の
「
セ
ン
タ
ー

方
式
」
に
替
わ
る
こ
と

で
、
「
食
育
」
を
提
供
す

る
場
で
あ
る
給
食
室
が
学

校
か
ら
消
え
て
い
く
こ
と

の
危
惧
も
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

今
回
は
「
障
害
者
支

援
」
「
給
食
調
理
」
に
つ

い
て
、
そ
の
仕
事
の
大
切

さ
や
課
題
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

広島市社会福祉事業団

労組 

広島市職労学校給食

調理員協議会 

 

２
月
27
日
（
木
）
は
春
闘
の
結

節
点
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
地
域
総
行

動
」
が
早
朝
宣
伝
、
意
思
統
一
集

会
、
行
政
・
企
業
・
病
院
・
介
護

施
設
要
請
行
動
、
昼
休
み
デ
モ
そ

し
て
街
頭
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
と
工

夫
を
凝
ら
し
た
行
動
が
終
日
展
開

さ
れ
、
多
く
の
仲

間
が
各
行
動
に
参

加
し
、
春
闘
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。 

 

意
思
統
一
集
会

で
は
主
催
者
が

「
今
立
ち
上
が
ら

ず
ど
う
す
る
の

か
。
力

を

合

わ

せ
、
市
民
に
見
え

る
行
動
を
取
り
組

も
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
中
小
企
業
、
行
政
機

関
、
病
院
、
介
護
施
設
な
ど
16
か

所
を
訪
問
、
要
請
し
ま
し
た
。 

 

は
た
ら
く
女
性
た
ち
は
広
島
労

働
局
雇
用
機
会
均
等
室
に
要
請
。

広
島
県
は
日
本
の
中
で
も
女
性
の

賃
金
が
抑
え
ら
れ
、
男
性
と
比
較

し
家
事
・
育
児
時
間
が
長
い
と
い

う
特
徴
が
人
口
流
出
の
一
因
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
人
員
増
で
有
給
を
取
り
や
す
く

し
て
ほ
し
い
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
な
く

し
て
ほ
し
い
、
均
等
待
遇
を
求
め

る
声
が
多
い
と
述
べ
、
法
整
備
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

昼
休
み
に
は
広
島
市
八
丁
堀
か

ら
原
爆
ド
ー
ム
前
ま
で
デ
モ
行
進

し
、
ま
た
14
時
か
ら
は
中
区
本
通

り
電
停
前
で
、
「
賃
金
上
げ
て
消

費
税
下
げ
ろ
」

「
ロ
シ
ア
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら

撤

退

せ

よ
」

「
イ
ス
ラ
エ
ル

は
ガ
ザ
で
の
虐

殺

止

め

よ
」

「
戦

争

止

め

よ
、
直
ち
に
停

戦
を
」
と
、
被

爆
地
ヒ
ロ
シ
マ

か
ら
声
を
上
げ

ま
し
た
。 

写
真
右
は
、
新
白
島
駅
で
春
闘
チ
ラ
シ
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
参
加
の
仲
間
。 

こ
の
他
に
そ
ご
う
前
、
市
役
所
前
、
ア
ス
ト

ラ
ム
、
Ｊ
Ｒ
各
駅
頭
等
で
行
い
ま
し
た 

 ３月が近づき、退職の時期となりました。 

 これまで長い間、お世話になりありがとうございまし

た。組合員さんには自治労連共済から餞別金をお渡しい

たします。 

 4月に小学校に入学する子どもさんがいらっしゃる組

合員さん、おめでとうございます。 

 入学お祝い金をお渡しいたします。 

2023年4月1日以降に満55歳を迎えられた組合員さん

にお祝給付をしています。 

 ★給付申請、お問い合わせは各単組の共済担当者ま

たは広島自治労連の共済担当・秋山までお問い合わせ

願います。 

℡ 082-243-9240/email hjrouren@urban.ne.jp 

今
、
立
ち
上
が
る
時 

広
島
県
の
女
性
労
働
者
の

特
徴
と
人
口
流
出 

広島労働局要請 

被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら

「戦
争
止
め
よ
」の
声 

寺本実行委員長 

 毎日のお仕事おつかれさまです。 

 広島自治労連には一人でも加入できる労働組合「広島自

治体関連一般労働組合」があります。悩んでいるかた、

困っているかた、迷っているかた、「あきらめず、ご連絡

ください。心の声をだしてみませんか？」 

  連絡先℡ 082-243-9240  

    email  hjrouren@urban.ne.jp 
広島自治体 

関連一般労組 

2024年夏、全国の自治労連の仲間から寄せられ

た折り鶴。真ん中はハート型のリースです。 

 被爆80年の今年、広島自治労連は、組合員さんをはじめ公務公共

職場で働くみなさんに、平和の願いを込めて、一人一羽の折り鶴を

折っていただくことを呼びかけます。 

 集まった折り鶴は束ねるだけでなく、なんらかの形にして奉納した

いと考えています。たとえば… 
 

●リースの形にする …丸、ハート、星型など 

●ボードに貼る …モザイク調、文字、絵など 

●色を合わせて束にする       など 
 

あなたのアイデア、ぜひお寄せください 
思いついたアイデアは、広島自治労連へ QRコードでもOKです 

FAX 082-243-9241/email  hjrouren@urban.ne.jp 

●３月末までにお寄せ願います。お待ちしています！！ 

広島自治労連 被爆80年企画 

 平和の願いを 

折り鶴に込めて 


